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株式会社ベイシア

流通技術研究所 所長
重田 憲司

ベイシアにおける生産性向上対応
AI導入でレジ混雑緩和
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what’s CAINZ
what’s Beisia-group

© CAINZ 2018
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店内作業分類

作 業 改善の方向性 システム対応

入荷・検収 EDI ペーパーレス化

陳列 商品の絞り込み・補充頻度適正化 経済発注サイクル

鮮度管理 在庫の適正・システムサポート RFID
発注 自動化・集約 自動補充発注・需要予測

販売・接客 売場案内・リコメンド サイネージ・アプリ

商品加工・調理 集中化・単純化・標準化 PC対応・アウトソーシング

レジ レジ待ちの解消・レジなし精算 機械化・アプリ・ｷｬｯｼｭﾚｽ

棚替え・商品変更 スペース生産性の最大化 自動補充発注・情報共有S
値下げ・POP 作業削減 電子棚札・ロボット

クリンリネス 作業削減 機械化・ロボット

会議・コミュニケーション タイムリーな情報共有 ビデオ会議・社内SNS
教育・訓練 マニュアル作成 映像・動画活用・アプリ

その他

構成比の高い店舗作業

商品補充・陳列
商品加工

レジオペレーション
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日曜日の状況
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レジ混雑予測システムのしくみ

レジ待ち人数が
基準値を超える予測

↓
応援の予報を連絡

（画面表示、携帯端末に通知）

お客様行動モデル
• お客様来店間隔
• お客様買い回り時間
• レジ到達割合
• レジ所要時間

お客様行動のシミュレーション
・指定時刻の30分後まで5分間隔で予測

性別・年代別・
曜日時間別に用意

来店客
属性分析
センサ

POINT1

レジ待ち
客数分析
センサ

POINT2

実際のレジ待ち
状況から修正

レジ混雑
予測システム

メッセージ
送信

お客様行動モデルに基づきレジ待ち時間をシミュレーションし、
応援が必要となる場合に事前(5分間隔で最大30分前)に通知するシステム

出入口

生
鮮

食
材

日用品 食品

日
用
品

日
用
品

惣
菜

パ
ン

レジ

出入口

来店者数計測

レジ待ち人数計測

来店者数計測

混雑予測
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レジ混雑予測システム

レジ前係の方がPDAの表示を

確認している様子

必要レジ台数予測

左：現在開放中のレジ台数＝９台

中：15分後に備えて“今”必要な

レジ台数＝９台

右：30分後に必要と思われる

レジ台数＝８台

レジ開放予測に基づき、

混む前に レジを開けて備える

当日の入店客数、レジ待ち状況及び過去の傾向を基に、

“今必要なレジ台数”を予測し、PDAに表示される。

PDAはレジ前係が常時持っている。

予測台数に基づくレジ開閉を実施
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店内へのモニター表示

店内に
15分後、30分後の

稼働予定台数を表示
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運用前vs.運用後（予測活用状況の変化）

運用が定着し、システムの予測通りに
レジを開閉できるようになった。

その結果は次頁の通り

2月20日（日）

運用開始前である為、システムの予測通りに
レジの開閉を行なっていない。

従って、必要レジ台数に不足している時間や
必要以上に開けている時間が見受けられる。

12月19日（日）

レジを開けられていない

レジを開けすぎている
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運用前vs.運用後（混雑度合いの改善）

12月19日（日）

2月20日（日）

客数 6140名／日

1+2達成率 70％

客数 6113名／日

1+2達成率 82.4％

運用後

運用開始前

運用開始前と運用後のほぼ同じ客数
の日曜日の比較すると3組以上待たせ

ている赤状態が減少している
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レジ稼動計画の作成

今回の取り組みでは・・・

・有人レジ通過客数実績

・レジ通過客数予測

に加えて、システムが把握している

・レジ待ち人数実績データ

・入店客数データ

も活用。

“お客様をお待たせしない”、また、

“開けすぎない”効率的なレジ稼動計画

を自動作成

シフト表

従来は・・・・
前年度のレジ通過客数と客数予測

から必要レジ台数を算出

必要なレジ稼動計画をシフト表に表示
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１２月【運用前】

１４５秒

４２５秒
（7分強）

３１３秒
（5分強）

１１８秒平均待ち時間

最大待ち時間

１月【運用開始】 12月度比

約３０秒短縮

12月度比

約２分短縮

取組みの効果

２月【運用定着】

１１９秒

３１５秒
（5分強）

◆お客様視点：待ち時間の改善
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11

経営視点：生産性の向上

1月 2月 3月
従来の作成方法による
必要計画台数（台数X時間）

3,582 3,584 3,134

新システムによる必要予測台数
（台数×時間）

3,240 2,986 3,057

差
（必要予測台数－従来作成方法稼動計画台数）

▲342 ▲598 ▲77

従来の方法で作成した必要計画台数と本システムによる必要予測台数との比較

従来は約10～15%程度
多めにレジ台数を計画されていた。

必要計画台数：前年同月同週同曜日の客数実績を
36（=RE)で割って算出したレジ台数

必要予測台数：新システムにより必要と予測した総台数
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効果まとめ

12月 1月 2月 3月
平均レジ待ち時間 145秒 118秒 119秒 103秒

１＋２達成率（平均） 76.8％ 84.7％ 84.0％ 91.3％

１＋２達成率（日曜日） 57.7％ 72.8％ 67.7％ 68.5％
レジ稼動台数（台数×時間）

従来の作成方法との差異
▲342 ▲598 ▲77

システム導入し、現状把握を行った12月度（年末3日間を含まず）と比較し、

レジ待ち時間 ：平均19%の短縮
１＋２達成率 ：平日で7～8ポイントの改善

日曜日は10～15ポイントの改善
レジ稼動計画台数：従来の方法で作成したものと比較し、

10～15%程度のチェッカー人時抑制可能
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見える化の実現
・入店客数、時間毎、レジ毎の混雑度、レジ待ち時間等

・現状をデータで把握できることにより課題が明確

・改善効果をデータで把握

・店舗スタッフ内でのコミュニケーションツールとして有効

 レジ台数予測に基づく運用による改善

・レジ待ち時間の短縮
・１＋２達成率の向上
・レジ稼動効率の向上

 チェッカー人時売上高の向上

まとめ
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混雑予測による効率化
「実データに基づき」混んでくる時間だけ、事前に応援レジを開局する

無駄なレジ開局を避けられるため、人の手配を減らせ、混雑を緩和できる

レジ混雑予測なし レジ混雑予測あり

多めに開局 ⇒ 人手不足

ＭＡＸ値経験則 実績値 標準値

混雑時はスポット開局

ｱﾗｰﾄ！

混雑

手空き

混雑緩和

混雑緩和

時間

レ
ジ
開
局
台
数(

シ
フ
ト
計
画)/

お
客
様
レ
ジ
並
び
状
況

時間

http://www.bing.com/images/search?q=%e4%b8%8d%e5%ae%89%e3%81%aa%e9%a1%94+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=15091D337B212D0F04285BDFD12D6D6C4FF23B30&selectedIndex=47&ccid=3uCf+2xQ&simid=608053579401005792&thid=OIP.Mdee09ffb6c50656b5a6fc413a54341f0o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ae%89%e5%bf%83%e3%81%aa%e9%a1%94+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=E40C2BAED84002F5F74A3D3BD4876830F51960C7&selectedIndex=94&ccid=MsesP+Bw&simid=607992599455141546&thid=OIP.M32c7ac3fe07040a3218615d7fafeb429o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ba%97%e5%93%a1&view=detailv2&&id=E12D8A7193648365B41EFF04AA5FD03551325162&selectedIndex=95&ccid=hLX1WKWY&simid=608029553310305288&thid=OIP.M84b5f558a5981f4779e5b5ea76ea5740o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ba%97%e5%93%a1&view=detailv2&&id=C6A79B5902114FE5E209D4714B18603D3AFDF621&selectedIndex=57&ccid=p8s8Ky5V&simid=608027427298150104&thid=OIP.Ma7cb3c2b2e559f9745ac634f568e41c5o0
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混雑予測による適正化
レジ混雑予測により、閑散時間帯のレジ開局台数を「実データに基づき」絞り込み、

最低１５分単位で他作業にレジ担当者を割り振り

レジ混雑予測なし レジ混雑予測あり

いつレジをぬければいいの？ すぐ呼び戻されてイライラ 15分はぬけられそうだな 他の業務が効率よくこなせる

レジ業務 備
品

補
充

清
掃

備
品

補
充

清
掃

勤務時間短縮
期
限

チ
ェ
ッ

ク

導入前

導入後

期
限

チ
ェ
ッ

ク

清
掃

■ 閑散時間帯に、清掃、期限チェック、補充など短時間でできる作業を実施し、勤務時間を短縮
■ 業務効率を上げることで、レジ業務後、さらに別作業への割当も可能

10:00 16:0015:00

他作業

● 10時から16時まで6時間勤務の人の場合

http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ba%97%e5%93%a1&view=detailv2&&id=C6A79B5902114FE5E209D4714B18603D3AFDF621&selectedIndex=57&ccid=p8s8Ky5V&simid=608027427298150104&thid=OIP.Ma7cb3c2b2e559f9745ac634f568e41c5o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ae%89%e5%bf%83%e3%81%97%e3%81%9f%e9%a1%94+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=06D50195FFB90B6C664C9197F8497EABB34238DF&selectedIndex=381&ccid=SSuuX4je&simid=607992788434160021&thid=OIP.M492bae5f88de170da51999f0a1af3168o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ae%89%e5%bf%83%e3%81%97%e3%81%9f%e9%a1%94+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=4F7BA03F7F967FC19AF65C889259754E6D69530F&selectedIndex=28&ccid=3jyZeWq0&simid=608017050705463251&thid=OIP.Mde3c99796ab4f5aa06f838f341b05170o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e6%8e%83%e9%99%a4&view=detailv2&&id=7C0BDA8412E39306C747BFC935663049252BEF66&selectedIndex=3&ccid=pLH8tR2y&simid=608029673620112248&thid=OIP.Ma4b1fcb51db2091094d7e65c8e68296bo0
http://www.bing.com/images/search?q=%e5%ba%97%e5%93%a1&view=detailv2&&id=E12D8A7193648365B41EFF04AA5FD03551325162&selectedIndex=95&ccid=hLX1WKWY&simid=608029553310305288&thid=OIP.M84b5f558a5981f4779e5b5ea76ea5740o0
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働き方の変化

適正人員配置 設定したサービスレベルでの必要人員を算出

人手不足対応

混雑時には応援者によるレジ対応実施

閑散時にはレジ担当者による他業務の実施

時間外労働時間の削減

急な応援依頼⇒15分後の応援（とりかかっている作業を片付けてからの応援）
メンタル面での問題を発生させない
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ご清聴ありがとうございました。


